
 

 

 

 

各分野における子育て応援の取組 

資料３



子育て世代が抱える課題を解決する取り組みについて（JR東日本）

【サービス名称】

ベビカル
【概要】
「もっと気軽にお子さまと外出できる社会を！」をコンセプトに、子育て世代がお子さまと気軽
に外出できる社会の創造を目的とし、外出先でも便利に利用でき、予約可能なベビーカーレンタ
ルサービスを2021年4月22日から開始しています。観光や旅行、帰省の際はもちろん、お買い
物やランチなど短時間でも気軽にご利用いただけます。
〈WEBサイト〉
https://babycal-jre.com

【ご利用イメージ】

②予約画面のQRコードを、操作
パネルにかざし、表示灯が点滅
している場所にあるICキーを引
き抜いてベビーカーを受け取る

①専用WEBサイトで会員登録後
日時・場所を選択して予約

〈ベビカルスタンド（無人）の場合〉

②係員にご予約コードを提示し
ベビーカーを受け取る

③予約終了時間までに貸出
場所に返却

〈ベビカルステーション（有人）の場合〉

①専用WEBサイトで会員登録後
日時・場所を選択して予約
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展開箇所

＜ベビカル展開駅(周辺施設への設置含む)（2022年10月1日 現在100箇所）＞

2021年4月22日にサービス開始した「ベビカル」は、2022年10月1日時点で下記の箇所に展開
しています。



 

 

 

２０２１年１１月４日  

西日本旅客鉄道株式会社  

京    都    府  

 

京都府と JR西日本による子育てにやさしい環境づくりに向けた連携開始について 

 

 

１ 協定締結日 

  ２０２１年１１月３日（水・祝）  

 

２ 協定内容 

（１）タイトル 

   「子育てにやさしい環境づくりの推進に向けた連携協定」 

～子育て環境日本一・京都の実現に向けて～ 

 

（２）連携事項 

‧ 社会全体で子育てを見守り支える、あたたかい子育て社会実現に向けた取組み（子育てにやさし

い風土づくり、子育てにやさしいまちづくり）に関すること 

‧ その他目的を達成するために必要な事項に関すること 

 

３ 令和３年度の具体的な連携事業 

（１）子育て世代の外出・移動支援モデル事業等への協力 

① 府内５駅の改札付近に完全個室のベビーケアルーム「mamaroＴＭ」の設置 

【設 置 駅】京都駅、長岡京駅、亀岡駅、宇治駅、福知山駅 

【設置期間】京都駅 ２０２１年１１月４日（木）～２０２２年３月下旬 

その他の駅 同年１１月中旬から順次設置～２０２２年３月下旬 

 

② JR 西日本グループの主要施設内店舗のうち、約７０店舗の「きょうと子育て応援パスポート」

への協賛 

【開 始 日】２０２１年１１月４日（木） 

※主要施設 

ジェイアール京都伊勢丹、ホテルグランヴィア京都、京都駅ビル専門店街 ザ・キューブ、京

都駅前地下街ポルタ、京都劇場和食小路、京都拉麺小路 

 

（２）「WEラブ 赤ちゃんプロジェクト」の周知  

③ 京都府限定の「泣いてもかましまへん！」ポスターを府内各駅に掲出 

【掲出期間】２０２１年１１月４日（木）～２０２２年３月下旬 

   

 

 

 

　資料３ー２

hagiwara-s27y
テキストボックス




 

「きょうと子育て応援パスポート」とは  
 

 「きょうと子育て応援パスポート」は、子育て家庭を社会全体
で応援するため、企業・店舗等、京都府、市町村が協働して取

り組んでいる事業です。 
 子育て家庭にパスポートを発行し、協賛店舗が様々なサービス

を提供することを通して、子育てを応援する取組みです。 
 ステッカーが掲示された協賛店でパスポートを提示すると、各

店の独自のサービスを受けることができます。 
 

子育て応援パスポート協賛店舗・施設情報は、きょうと子育て応援パスポートアプリ＆ウ

ェブサイト「まもっぷ」から確認できます。 
Android 版          iPhone 版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「WE ラブ赤ちゃんプロジェクト」とは  
 
 公共の場で泣き始めた赤ちゃんを、懸命に泣

き止ませようと焦るママの姿をきっかけに
始まったプロジェクトです。 

 周囲が「焦らなくても大丈夫」「泣いても気
にしませんよ」という受容の気持ちをポスタ

ーやステッカー等で可視化することでマ
マ・パパを優しく見守り、子育てにあたたか

な風土をつくるもので、発起人はエッセイス
トの紫原明子さんです。 

 エキサイト（株）が運営する、閲覧数の多さ

を誇るママ向け webサイト「ウーマンエキサ
イト」がプロデュース（平成 28年 5月 5日

～）しています。 



民鉄による

「子育て応援」の取り組み

２０２２年１１月２４日（木）

一般社団法人 日本民営鉄道協会

Japan Private Railway Association
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（一社）日本民営鉄道協会

①小田急電鉄 「小田急の子育て応援車」運用開始



２

（一社）日本民営鉄道協会

②小田急電鉄 みまもり通知サービスの無料トライアル実施



３

（一社）日本民営鉄道協会

③京王電鉄 ベビーカーのレンタルサービス初導入



「子育て応援スペース」の設置拡大について

●運行開始日 ・新宿線 令和４年８月30日（火）
・浅草線 令和４年９月９日（金）

●導入予定編成数 ・新宿線：６編成
（令和４年度） ・浅草線：８編成
●運行状況 毎日運行 ※交通局HPに運行時刻を掲出

〇 小さなお子様連れのお客様にも安心して気兼ねなく電車を利用していただけるよう、令和元年7月から
大江戸線において 「子育て応援スペース」を設置してきた
〇 令和４年８月より、新宿線・浅草線についても順次運行を開始し、京王電鉄、京浜急行電鉄、京成
電鉄、北総鉄道、芝山鉄道の相互直通線内にも乗り入れを実施

１ 概要

1

https://www.kotsu.metro.tokyo.jp/subway/schedule/kosodate/index.html

●設置場所 編成内の各車両に設置されているフリースペースのうち、2か所を「子育て応援スペース」
として装飾

小さなお子様連れのお客様専用や優先スペースではなく、車いす利用のお客様等も含め、誰でも利用可能

新宿線：10両のうち、4号車及び7号車のフリースペース

浅草線：8両のうち、3号車及び6号車のフリースペース
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「子育て応援スペース」について
2 車内装飾例

2

▲ きかんしゃトーマスとなかまたち

３ ステッカー・ポスターによる周知
＜車外ステッカー＞

※子育て応援スペース設置車両の
側面に掲示

▲ ぐるんぱのようちえん ▲ だるまちゃんシリーズ



「子育て応援スペース」について

＜車内ステッカー＞ ＜ポスター＞

※子育て応援スペース設置車両の
車内の窓に掲示

※都営地下鉄の各駅に掲出

3

＜ホームドア用ステッカー＞

※大江戸線の全駅のホームドアに掲示



4

４ 今後の対応

３ お客様から寄せられた主なご意見

● 運行開始以降、様々な声が寄せられており、子どもが騒ぐのではないか、といった意見も
あったが、多くは感謝や賛同などの好意的な意見

● デザインについては、小さなお子様がわくわくし、より楽しんで電車に乗っていただけるよう、
また、お子様だけでなく、より多くの方に親しんでいただけるよう、多様なデザインの導入に
ついてご意見をいただいた

● 今年度末までに、三田線でも運行を開始し、都営地下鉄全線への導入を予定

● お客様からの意見を踏まえ、新たなデザインの導入を予定



令和４年１１月２４日

公益社団法人 日本バス協会

子育てにやさしい移動に関する協議会資料

資料３－５

hagiwara-s27y
テキストボックス




１．バス事業の概要

（１）輸送量

1

（２）事業者及び車両 （令和元年度）

＜車両＞

乗合バス ６１，５４２両

貸切バス ４８，００８両

（令和元年度）

＜事業者＞

乗合バス ２，３２１者

貸切バス ４，００４者

バスはお子様からお年寄りまで地域の方にとって最も身近な公共交通機関
１日当たり輸送人員１，２４２万人（日本の人口の１／１０）

１日当たり１，２４２万人

乗合 ４２億５，８００万人

貸切 ２億７，５００万人

計 ４５億３，３００万人

４５億３，３００万人

１２億６，８００万人

１５６億８，７００万人

９５億３００万人

グラフ タイトル

タクシーＪＲ

民鉄

バス

4.1％

50.6％

30.7％

14.6％

合計：３１０億人

輸送人員

（令和元年度）



・幼稚園バス
・スクールバス
・路線バス（通学利用）

２．児童・学生輸送

子どもたちの成長に合わせ、安全・安心なバス輸送サービスを提供

（１）通園・通学

・修学旅行
・校外学習
・部活動等

【災害時の復旧・復興支援にバスが活躍】
・鉄道不通区間でのバスによる代行輸送（通学・通勤に対応）
・被災者・ボランティア輸送

2

参 考

（２）学校行事



３．子育て応援 ①

（１）日本バス協会に子育て応援推進本部を設置

１．名称
子育て応援推進本部

２．設置年月日
２０１８年９月１０日

３．構成員
【本部長】 日本バス協会会長
【本部員】 運営委員会委員

４．本部の役割
子育てにやさしい社会的機運の醸成に向け、バス事業者として取組む事例等
について、情報を共有し必要な対応を進める。

５．開催日
運営委員会の開催に併せて、必要に応じ開催する。

3



３．子育て応援 ②

4

（２）運賃

（３）子ども連れの方にも使いやすいバス

２０１０年（Ｈ２２） ２０２０年（R２）
１６，５３４ 両 ２９，４８９ 両

１０年間で１．８倍に増加

①普通運賃（標準約款）

〇幼児：無料

〇小学生：大人普通運賃の半額

②定期券

○通学定期の割引等

ノンステップバスの台数



5

３．子育て応援 ③

（４）ベビーカーでのご利用支援

事業者でのＰＲ事例

②ベビーカー利用に関する啓発キャンペーン①利用方法の周知



（５）妊産婦のバス利用無料化

（６）企画乗車券の販売

（７）バスの乗り方教室

（８）子どもを犯罪から守る取組み ～こども１１０番～

３．子育て応援 ④

6

その他の取組み



４．広報活動

国土交通省の「こども霞が関見学デー」への協力

7

こども霞が関見学デー

令和４年８月３日（水）・４日（木）開催

観光バスに乗って、霞が関探検
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子育てにやさしい移動に
関する協議会

２０２２年１１月２４日

認定NPO法人びーのびーの

白石智子

資料３－７

hagiwara-s27y
テキストボックス




(社)全国子育てタクシー協会
事務局を認定NPO法人びーのびーのが担っています

➣子育て支援団体と、タクシー会社で協働し、子育てにやさ
しい運転手を養成する独自カリキュラムによる研修を実施

➣全国で現在1700名ほどが協会独自の認定
資格「子育てタクシードライバー」を取得

養成講座内容
1.子育てタクシー協会についての説明と現状
2.子育てタクシーに必要な知識
3.子育て支援の現状と課題
4.子育て家庭のニーズ
5.子どもの安全・救命救急について
6.子育てママ体験講座（グループワーク含む）
7.保育実習
8.チャイルドシート装着訓練



Q．子育て支援、妊産婦事業
を実施していますか？
（回答数２０３/回答率３９％）

５万人以上の基礎自治体５２０自
治体に、子育て家庭の移動支援に
タクシーを活用できる事業・施策
があるのかを調査

28%

72%

実施していた 実施していない

実施している自治体の事例

・ハイリスク妊婦への支援
・多胎児の１歳までの支援
・子育て全体のクーポンをタクシーでも活用できる支援
・電子マネーカードでタクシー利用
・コロナ対策×多胎児支援で、スイカ支給
・放課後学童クラブの送迎をデマンドタクシーを利用す
る支援事業

・民間放課後学童クラブが学校外にある場合の移動を担
うタクシー会社へ補助金
・病児保育送迎支援



ご提案・・・
（１）子育て関連クーポンの利用者補助事業にタクシー利用を含めること

子育て家庭がタクシーを利用しやすくなる利用者向けの補助事業があればよ
い。妊産婦健診、乳幼児健診、出産、産後のタクシー利用に対する利用者へ
の補助、多胎児への移動支援に使えるバウチャーなどがあればよい

（２）サービスに関する研修費用の助成

自治体や県市のタクシー協会等を通じて、広くタクシー会社向けに、研修費
用の助成やチャイルドシートの購入補助等、事業参入にあたっての助成がれ
ば導入しやすくなるとおもう



認定NPO法人びーのびーの

産前産後に過ごす居場所
試行実施の取り組み

•産前産後期を取り巻く「家族」の多様化に対応

•出産期の「医療」から産後に生活する「地域」への転換モデルを作る

•産前産後の居場所として、専門職だけでなく、地域の力を加えた新しい取
り組みを行う

•地域での子育てを「ファミリーミニステイ」として家族で体験してもらう

•産前から地域と関わることができる実体験をする



多胎児、きょうだい児、乳児期

子育て家庭の孤立の予防
に外出のきっかけを！

制度、サービスをつなぐ
移動支援


